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P 7　投票所入場券がはがきに変わります
P 8　新農業委員が決定／「ふるさと納税」お待ちしています
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P 10　中心市街地活性化リポート
　 　   「廊下式物品販売所（仮称）の名称と出店者募集」など

“特集”家庭・地域の宝をはぐくむ
出産・子育てを支援します
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楽しみな夏が来た
　夏限定で営業する「あっ宝んど」の
屋外プールが本格的な稼動に向けて
７月12日、流れるプールを２時間限
定で開放しました。
　参加した小学生たちが元気よく泳
いだり、水を掛け合ったりして一足早
い“夏”を満喫していました。



　
市
で
は
、
昨
年
度
ま
で
第
３
子

以
降
の
妊
婦
の
み
を
対
象
に
、
通

常
５
回
の
妊
婦
健
診
助
成
を
、
14

回
分
助
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
４
月
か
ら
は
、
対
象
を

全
妊
婦
に
拡
大
し
、
健
診
を
14
回

分
ま
で
助
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
妊
娠
初
期
に
は
、
肝
炎
や
エ
イ

ズ
な
ど
の
血
液
検
査
に
加
え
て
、

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
１
回
分
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
医
師
か
ら
妊
娠
と
診
断
を
受
け

た
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出

ま
し
�
う
。
母
子
健
康
手
帳
を
交

付
し
ま
す
。
妊
婦
健
診
の
助
成
券

は
手
帳
に
「
妊
婦
一
般
健
康
診
査

票
」と
し
て
15
枚
添
付
し
て
あ
り
、

手
帳
交
付
時
に
渡
し
ま
す
。
市
外

へ
里
帰
り
し
て
出
産
す
る
人
や
助

産
院
で
の
出
産
で
も
使
用
可
能
で

す
が
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
妊
婦
健
診
の
受
診
票
に
は
、
助

成
の
上
限
額
が
記
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
額
を
超
え
た
場
合

は
、
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

出産・子育てを支援します

特　集

健
診
の
助
成
を
拡
大

　
　

全
て
の
妊
婦
対
象

　
妊
娠
・
出
産
の
経
済
的
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、

妊
婦
健
診
の
助
成
を
拡
大
し
ま
し
た
。
安
心
し
て
出

産
や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、

市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５
回
か
ら
14
回
へ

　

 

妊
婦
健
診
、
助
成
を
拡
大

妊
娠
し
た
ら
届
け
出
を
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安
心
で
安
全
な
出
産
を
迎
え
る

た
め
に
は
、
妊
娠
中
の
健
康
管
理

が
重
要
で
す
。
妊
娠
23
週
ま
で
は

月
１
回
、
妊
娠
24
週
以
降
は
月
２

回
以
上
、
妊
娠
36
週
以
降
は
週
１

回
受
診
し
ま
し
�
う
。

　
妊
娠
中
に
起
こ
り
や
す
い
貧
血

や
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
な
ど
の
病

気
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
や
母
体

の
健
康
を
損
な
う
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
定
期
的
に
妊
婦
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
病
気
な

ど
に
も
早
く
対
応
で
き
ま
す
。
助

成
を
活
用
し
て
定
期
的
に
受
診
し

ま
し
�
う
。

　
妊
娠
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
次
回

の
診
察
か
ら
は
母
子
健
康
手
帳
が

必
要
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
は
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
健
康
状
態

の
大
切
な
記
録
に
な
り
ま
す
。

○
妊
娠
期
間
中
　

　
毎
回
の
健
診
の
と
き
に
、
医

療
機
関
に
提
出
し
て
、
妊
娠
中

の
経
過
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま

し
�
う
。 

　
他
県
で
里
帰
り
出
産
を
す
る
予

定
の
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
他
県
か

ら
本
市
に
里
帰
り
出
産
を
す
る

人
は
、
住
所
が
あ
る
自
治
体
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
外
出
の
際
に
は
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
心
が
け
ま

し
�
う
。

○
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

　
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
過
程
や
健
診

の
記
録
を
記
入
で
き
ま
す
。

　
生
後
１
カ
月
、
４
カ
月
、
９
～

10
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、

市
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関
で

は
、
乳
児
健
診
を
原
則
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、

必
ず
医
療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
大
人
に
な
っ
て
か
ら
： 

　
自
分
の
予
防
接
種
の
記
録
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特　集

～妊娠中を伝える伝言～
マタニティメッセージ

　市では、医療保険が適用されず治療費が高額に
なる人工授精や体外受精、顕微授精について、その
治療費の一部を助成しています。

◆助成の対象者
• 法律上婚姻している夫婦であること 
• 夫と妻の両方、またはいずれかが本市に住所を有
　すること 
• 人工授精、体外受精、顕微授精以外の治療法では 
　妊娠の見込みがないか極めて少ないと医師に診断
　された人 
• 特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を受けた人
　（県特定不妊治療費助成事業指定医療機関に限る）
◆助成額
治療費から県の助成額を除いた額の２分の１
　（限度額：10万円／回）
◆助成期間　
１年度当たり３回まで
◆申請窓口
保健センター
◆申請に必要な書類
• 特定不妊治療費助成申請書
　（ふく e －ねっとの電子申請からも申請申込可能）
• 治療費の明細が分かる領収書（医療機関発行） 
• 住民票または外国人登録証明 
• 夫婦の納税が証明できる書類（納税証明書） 
• 福井県特定不妊治療費助成事業に掛かる特定不妊
　治療費助成承認決定通知書（写し） 

助成しています！不妊治療

　「マタニティマーク」は、
妊婦の皆さんが妊娠期間中
に安心して幸せな気持ちで
毎日の生活が送れるような
社会の実現を目指すために
作られたマークです。
　このマークを付けている妊婦を見かけたら、
思いやりのある行動を心掛けてください。

親
子
の
大
切
な
記
録

　
　
　

母
子
健
康
手
帳

定
期
的
に
健
診
を

★
母
子
健
康
手
帳
の
使
い
方
★
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♦
新
生
児
訪
問
♦

　
市
の
保
健
師
が
生
後
28
日
未
満

で
第
１
子
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家

庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
「
母
乳
が
足
り
て

い
る
か
、
体
重
が
増
え
て
い
る
か

心
配
・
・
・
」「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣

い
て
ば
か
り
い
る
の
で
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
」
な
ど
、
新
米
お
母

さ
ん
が
抱
え
る
悩
み
や
不
安
は
多

い
も
の
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
に

添
付
の
は
が
き
、「
出
生
連
絡
票
」

を
、
出
生
後
早
い
時
期
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。気
に
な
る
こ
と
は
、

こ
の
機
会
に
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

♦
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
♦

　
保
健
師
や
看
護
師
、
家
庭
児
童

相
談
員
が
生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭
を
す
べ
て
訪

問
し
ま
す
。
健
診
や
予
防
接
種
の

案
内
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情

報
の
紹
介
を
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
連
絡
し

て
、
訪
問
の
時
間
を
約
束
し
て
か

ら
訪
問
し
ま
す
。

♦
育
児
相
談
会
♦

　
生
後
２
カ
月
児
と
５
カ
月
児
全

員
の
家
庭
へ
案
内
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
身
長
や
体
重

の
測
定
、
保
健
師
に
よ
る
発
達
相

談
、
栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
月
以
外
の
赤
ち
ゃ
ん
の
参

加
も
可
能
で
す
。
親
同
士
の
情
報

交
換
や
遊
び
の
場
と
し
て
も
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
☎
65
・
７
３
３
３
）

乳幼児医療費助成制度の申請
　小学校就学前の子どもに掛かる保険対象医療費の
自己負担分を助成します。

○手続きなど

　児童福祉課で受給資格の

登録が必要です。

　登録した人には、受給資

格者証を交付します。

−手続きに必要なもの−
• 子どもの健康保険証
• 印鑑　
• 保護者名義の金融機関口座 

　が分かるもの（郵便局以外）

○医療費助成の支給方法

　県内の医療機関で受診したときは、受給資格者証

を提示して、一部負担金を支払うと登録した口座に

振り込まれます。（通常、受診月から３カ月後）

　県外医療機関で受診した場合や助成制度の詳しい

内容については、気軽に児童福祉課へ問い合わせて

ください。

　問　児童家庭係（☎ 66・1111 内線 295）

児童手当制度の申請
　小学校修了前の児童を養育している人を対象に手
当を支給します。

○手当の額（月額）
• 第１、２子《３歳未満》10,000円

　 　　　　　《３歳以上》　5,000円
• 第３子以上  10,000 円

○手続きなど

　児童福祉課へ認定請求書の提出が必要です。（公

務員の人は勤務先）

−手続きに必要なもの−
• 印鑑　
• 請求者（保護者）の健康保険証の写し
• 保護者名義の金融機関口座が分かるもの
• 所得証明書（平成21年１月１日現在、大野市に住

　所を有していなかった人のみ）

○所得制限 

　支給の要件には所得制限などがありますので、制

度の詳しい内容については、気軽に児童福祉課へ問

い合わせてください。

　問　子育て支援係（☎ 66・1111 内線 293）

特　集

育児相談会
（７月８日　保健センター）

子
育
て
を
応
援
！！

〜
家
庭
訪
問
や
相
談
会
を
開
催
〜

出生届を提出したら・・・　児童福祉課へ

  速やかに手続きしましょう
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地域子育て支援センター
　地域子育て支
援 セ ン タ ー は、
義景保育園に併
設された子育て
を支援するため
の施設です。
　保育園と併設
されているので、園児と交流したり園庭の滑り台
やトンネルなどで思いきり遊ぶこともできます。
また育児相談も開催しています。子育てで気に
なることや心配ごと、困っていることなど何で
も気軽にご相談ください。（ファックスや Eメール
での受け付けも可）
　費用は無料です。気軽に利用してください。
開設時間　
　祝祭日を除く⺼～㊎の午前９時～午後２時
　（育児相談は午前９時～午後５時）
問　地域子育て支援センター
　（☎ 65・7188　FAX 66・3333）
　Ｅメール　kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

特　集

気軽に利用を!!

親子のふれあい・交流の場

子育て交流ひろば  ちっく・たっく
　子育て交流ひ
ろばちっく・たっ
くは、子育て中
の親子が気軽に
集うことができ
る「ひろば」です。
子育ての悩みを
相談したり、同じ子育て中の親子と交流できる場所
で、市が事業を委託する「特定非営利活動法人子育
て交流ひろばちっく・たっく」が運営しています。
施設には、子どもと絵本やおもちゃで遊ぶことがで
きる畳の場所や、授乳などができる「まちなかキッ
ズルーム」があります。
　費用は無料です。いつでも好きなときに利用でき
ますので、気軽に利用してください。

開設時間　
　ショッピングモールヴィオの休業日を除く午前
　10時～午後６時30分
場所　ショッピングモールヴィオ内
問　子育て交流ひろばちっく・たっく
　（☎ 66・3775）

地域子育て支援センターが開催した「お父さんと遊ぼう　運動会」
６月 21日（有終会館）
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県
は
６
月
９
日
、
整
備
を
進
め

て
い
る
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
県

内
区
間
の
う
ち
、
勝
山
Ｉ
Ｃ
（
勝

山
市
鹿
谷
町
発ほ

っ
さ
か坂
）
│
大
野
Ｉ
Ｃ

（
大
野
市
中
津
川
）間
の
７
．
８
�

が
２
０
１
２
年
度
に
開
通
す
る

と
、
国
土
交
通
省
福
井
河
川
国
道

事
務
所
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。
暫
定
２
車
線
で

の
開
通
と
な
り
、
永
平
寺
大
野
道

路
の
７
割
以
上
が
供
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
勝
山
│
大
野
は
永
平
寺
大
野
道

路
で
２
番
目
に
長
い
区
間
で
、
今

年
３
月
に
開
通
し
た
上
志
比
│
勝

山
に
連
絡
し
て
い
ま
す
。
勝
山
│

大
野
は
平
成
20
年
度
の
着
工
で
、

現
在
勝
山
市
か
ら
大
野
市
に
か
け

て
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
が
進
ん
で
お

り
、
今
年
度
は
中
津
川
高
架
橋
の

工
事
に
も
着
手
し
ま
す
。

　
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
県
内
区

間
は
約
60
�
で
す
。
永
平
寺
大
野

道
路
の
ほ
か
、大
野
東
│
和
泉
14
�

の
整
備
が
３
月
に
決
定
さ
れ
た
大

野
油
坂
道
路
と
県
境
で
供
用
中
の

油
坂
峠
道
路
（
油
坂
峠
│
白
鳥
）

が
あ
り
ま
す
。

　
７
月
13
日
に
は
、
大
野
東
│
和

泉
の
道
路
計
画
概
要
も
示
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
の
進
行
は
、
今
後
も

定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
幹
線
道
路
課
幹
線
道
路
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
７
１
）

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
国
の
臨
時
交
付
金
等

に
伴
う
５
億
９
６
６
万
９
千
円
を

含
む
６
億
５
４
５
９
万
７
千
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
▼
11
人
を

短
期
雇
用
す
る
緊
急
雇
用
創
出
事

業
に
９
２
０
万
９
千
円
▼
庁
舎
建

設
の
積
み
立
て
に
１
億
円
▼
和
泉

地
区
老
朽
化
施
設
の
解
体
撤
去
、

設
計
監
理
な
ど
に
７
�９
０
０
万
円

▼
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
の
多

目
的
ホ
ー
ル
空
調
設
備
工
事
に

７
�
９
５
０
万
円
▼
小
中
学
校
の

コ
ン
ピ
�
ー
タ
整
備
や
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
へ
の
入
れ

替
え
に
１
億
４
６
８
万
３
千
円
▼

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
体
育
館
空
調

設
備
工
事
に
９
�
７
０
０
万
円
な

ど
で
す
。

　
地
域
に
関
す
る
政
策
な
ど
に
つ

い
て
県
が
市
町
な
ど
に
方
針
を
事

前
に
説
明
し
て
、
考
え
方
を
組
み

入
れ
る
よ
う
に
要
望
す
る
「
地
方

分
権
時
代
に
即
し
た
県
と
市
町
の

あ
り
方
に
関
す
る
意
見
書
」
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
産
農
産
物
を
安
定
的

に
国
民
に
供
給
す
る
食
料
・
農

業
・
農
村
政
策
の
実
現
を
求
め
る

陳
情
、
鳥
獣
害
対
策
の
陳
情
も
採

択
し
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
候

補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
小
林
幸
子
（
坂
戸
）

▽
廣
田
英
子
（
野
中
）

▽
久
保
田
眞
由
美
（
貝
皿
）

）　
　（

ほ
た

ほ
っ
さ
か

ひ
し
ま

か
つ
や
ま

う
し
が
は
ら

小矢戸

小矢戸トンネル

大矢戸

中津川

JR越美北線

大袋・北山工業団地

越前大仏

平泉寺白山神社

高島工業団地

青島工業団地

大野IC(仮称）

勝
山I

C

）　
　
　（

）　（

157

越
前
鉄
道

勝
山
永
平
寺
線

平
成
24年
度
供
用
開
始

L＝
7.8㎞

き
た
お
お
の

保田工業団地

定
例
市
議
会

　
第
３
６
３
回
市
議
会
定
例
会
が
６
月
８
日
か
ら
24
日
に

か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
10
議
案
を
審
議
。い
ず
れ
も
提
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
概
要

人
事
案
件
を
可
決

市

議

会

案

の

意
見
書
を
可
決

中部縦貫
自動車道

い
の
ち
の
道
・
希
望
の
道

全
線
開
通
へ
ま
た
一
歩
前
進

　

勝
山
Ｉ
Ｃ

－

大
野
Ｉ
Ｃ
　
２
０
１
２
年
度
供
用
へ
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こ
れ
ま
で
、
各
選
挙
で
の
投
票

所
入
場
券
は
、
有
権
者
１
人
に
つ

き
１
枚
の
入
場
券
を
同
一
世
帯
分

ま
と
め
て
、
世
帯
主
あ
て
に
封
書

で
郵
送
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
45
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
か

ら
は
、
世
帯
主
あ
て
に
は
が
き
を

郵
送
し
ま
す
。
は
が
き
１
枚
に
は

世
帯
員
４
人
ま
で
が
連
記
さ
れ
ま

す
。
１
世
帯
に
５
人
以
上
有
権
者

が
い
る
場
合
、
世
帯
主
あ
て
に
複

数
の
は
が
き
が
届
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
は
大
切
に
保
管
し
、
必

ず
自
分
の
入
場
券
を
切
り
取
っ
て

投
票
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
６
１
）

投票所入場券がはがきに！
衆議員議員総選挙投票日は８月30日

後期高齢者医療の保険証
８月から更新されます

１ ３

２ ４
※はがきは開いてお使いください。

石倉副市長が退任

　石倉善一副市長が６月９日、任期
満了に伴い退任しました。
　市の条例では副市長の定数は２人
となっていますが後任は置かず、当
面山本一郎副市長の１人体制となり
ます。
　石倉氏は昭和 35年に市職員とな
り、産業経済部長、総務部長、参与
を歴任。平成 14 年 12 月から収入
役、平成 17年６月からは１期４年
間、副市長を努めました。

　後期高齢者医療制度の被保険者証が新しくなり、７月
中に郵送されています。８月１日から新しい被保険者証
を使ってください。もし届いていない場合には、問い合
わせてください。
　 新 し い 被 保 険 者 証
は、氏名や負担割合を
見やすくするために、
大きさが２倍になって
います。２つ折りにす
ると、これまでと同じ
大きさになります。
　８月１日からの負担
割合は、前年の所得で
判定しています。これ
までの負担割合から変
更されている場合があ
りますので、確認してください。
問　市民課保険年金係（☎ 66・1111 内線 458）

お知らせ
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６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
っ

た
大
野
市
農
業
委
員
会
の
新
し
い

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
６
月
14
日
に

告
示
さ
れ
た
選
挙
で
無
投
票
当
選

と
な
っ
た
17
人
に
、
市
議
会
推
薦

３
人
、
農
協
推
薦
１
人
、
土
地
改

良
区
推
薦
１
人
を
合
わ
せ
た
22
人

の
委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
任

期
は
３
年
で
す
。

　
７
月
13
日
に
開
か
れ
た
初
総
会

で
次
の
と
お
り
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会
長
　
　

　
帰
山
勝
一

会
長
職
務
代
理
者
　

　
米
津
康
雄

農
政
委
員
会
委
員
長
　

　
宮
地
光
治

同
委
員
会
副
委
員
長
　

　
林
儀
一
郎

農
地
委
員
会
委
員
長
　

　
佐
々
木
勝
男

同
委
員
会
副
委
員
長
　

　
立
川
庄
一

新
農
業
委
員
︵
敬
称
略
︶

◆
第
一
選
挙
区
︻
大
野
・
下
庄
・

　
乾
側
︼

　
金
子
武
夫
（
篠
座
町
）

　
宮
地
光
治
（
横
枕
）

　
松
田
信
也
（
庄
林
）

　
米
津
康
雄
（
堂
本
）

　
佐
々
木
勝
男
（
上
丁
）

◆
第
二
選
挙
区
︻
小
山
・
上
庄
︼

　
柿
本
喜
代
治
（
下
舌
）

　
吉
田
成
一
（
鍬
掛
）

　
片
倉
　
廣
（
大
西
出
）

　
立
川
庄
一
（
今
井
）

　
長
田
正
明
（
開
発
）

　
小
林
誠
一
（
稲
郷
）

◆
第
三
選
挙
区
︻
富
田
・
阪
谷
・

　
五
箇
・
和
泉
︼

　
帰
山
勝
一
（
下
唯
野
）

　
杉
本
　
進
（
七
板
）

　
林
儀
一
郎
（
上
野
）

　
中
道
　
榮
（
伏
石
）

　
多
田
範
夫
（
松
丸
）

　
幾
山
秀
一
（
橋
爪
）

◆
市
議
会
推
薦

　
小
林
幸
子
（
坂
戸
）

　
廣
田
英
子
（
野
中
）

　
久
保
田
眞
由
美
（
貝
皿
）

◆
農
協
推
薦

　
大
石
貴
之
（
橋
爪
）

◆
土
地
改
良
区
推
薦

　
松
田
惣
一
（
菖
蒲
池
）

問
　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
２
）

▼
応
援
し
た
い
自
治
体
へ
の
寄
附

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」は
、ふ
る
さ

と
へ
の
寄
附
金
で
す
。
ふ
る
さ
と

な
ど
応
援
し
た
い
県
や
市
町
村
に

寄
附
を
す
る
と
、
住
民
税
な
ど
が

軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
軽
減
さ
れ
る
額
は
、
寄
附
金
の

う
ち
５
�
０
０
０
円
を
超
え
る
分

で
、
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
お

お
む
ね
１
割
が
限
度
で
す
。
ま
た

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定

申
告
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
寄
附
を
す
る
場
合
に
は
、
所
定

の
寄
付
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
郵
送
・
フ
�
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
総
合
政
策
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
「
ふ
く
ｅ
│
ね
っ
と
」
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
市
外
・
県
外
の
知
人
な
ど
へ

　
　
　
　

呼
び
か
け
に
協
力
を

　
市
で
は
、
市
外
在
住
の
大
野
市

出
身
者
な
ど
へ
積
極
的
に
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
市
外
在
住
の
大
野
を
応

援
し
て
く
れ
る
知
人
へ
の
呼
び
掛

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
額
２
４
０
万
円

　
　
　
　

多
く
の
支
援
に
感
謝

　
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
に
、
全

国
各
地
か
ら
大
野
市
へ
寄
せ
ら
れ

た
寄
付
は
、
37
件
・
２
０
９
万
円

で
し
た
。
ま
た
福
井
県
寄
附
共
同

受
入
窓
口
か
ら
も
17
件
・
31
万
円

の
受
け
入
れ
が
あ
り
、
寄
付
金
の

総
額
は
２
４
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
大
野
市
へ
の
ご
支
援
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
寄
附
金
は
、「
越

前
お
お
の
元
気
プ
ラ
ン
」
に
即
し

た
施
策
を
実
施
す
る
た
め
「
社
会

福
祉
事
業
充
実
基
金
」
に
積
み
立

て
て
、
保
健
医
療
福
祉
拠
点
施
設

整
備
事
業
の
財
源
と
し
て
、
大
切

に
使
う
予
定
で
す
。

問
　
総
合
政
策
課
行
革
推
進
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
４
）

お

お
の

新
農
業
委
員
が
決
定

農
業
委
員
会
の
役
割

　
農
業
委
員
会
は
�
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い

て
�
市
町
村
ご
と
に
設
置
さ
れ

て
い
る
行
政
機
関
で
す
�
委
員

会
業
務
の
柱
は
優
良
農
地
を
守

る
こ
と
で
�
農
地
の
確
保
や
そ

の
効
率
的
利
用
の
促
進
を
中
心

に
�
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
�

越
前
お
お
の
を
元
気
な
ま
ち
に

﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂

 
 
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
人
全
員
が
、１
年
間（
８

月
～
翌
年
７
月
）
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
を
合
計
し
て
、
下
表
の
基
準
額

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
金

額
を
支
給
し
ま
す
。
基
準
額
は
、

入
院
時
の
食
事
代
や
部
屋
代
、
保

険
適
用
外
分
の
額
を
除
き
ま
す
。

　
対
象
の
人
に
は
後
日
通
知
を
し

ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人
に
は

通
知
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
と
き
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

21
年
７
月
31
日
ま
で
の
期
間
に

○
市
町
村
を
越
え
て
転
居
し
た
人

○
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康

　
保
険
に
移
っ
た
人

　
医
療
費
助
成
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
負
担
軽
減
の
補
助
を
受

け
て
い
る
人
は
、
支
給
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
申
請
は
市
民
課
で
受
け
付
け
ま

す
。
審
査
の
た
め
、
支
給
ま
で
に

３
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

問
　
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
８
）

定
員
　
１
人

採
用
日
　
９
月
１
日

業
務
内
容
　
市
休
日
急
患
診
療
所

　
で
の
看
護
業
務
と
平
日
は
保
健

　
セ
ン
タ
ー
で
の
保
健
事
業
業
務

　
な
ど

勤
務
条
件
　
１
週
間
当
た
り
平
均

　
30
時
間
で
交
代
制
勤
務

・
日
曜
日
お
よ
び
休
日

　
①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
②
午
後
１
時
～
９
時

　
③
午
後
５
時
～
９
時

・
土
曜
日
　
午
後
１
時
～
９
時

　（
午
後
９
時
以
後
の
当
直
あ
り
）

・
平
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
５
時
30
分

受
験
資
格
　
本
市
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
看
護
師
免
許
ま
た
は
准

看
護
師
免
許
を
有
す
る
59
歳
以

下
の
人

応
募
方
法
　

　
①
作
文
：
「
大
野
市
休
日
急
患

診
療
所
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

を
４
０
０
字
詰
め
の
縦
書
き
原

稿
用
紙
に
８
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
る
。

　
②
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
を
添
付
。
上
部
余
白
に

「
嘱
託
職
員
受
験
」
と
朱
書
き

し
て
健
康
増
進
課
に
持
参
ま
た

は
郵
送

締
切
　
８
月
20
日
木（
消
印
有
効
）

試
験
日
・
会
場
　
８
月
29
日
土
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー

試
験
概
要
　
個
別
面
接

問
　
健
康
増
進
課
保
健
医
務
係

（
☎
65
・
７
３
３
３
）

支 給 基 準 額

　今年度は制度開始により、計算の期間が平成20年４月から平成21年７月までの16カ月となるため、限度額が
かっこ内の金額になります。

両サービス利用の世帯負担を軽減
−高額医療・高額介護合算療養費制度−医療と

介護

① 高齢受給者証の負担割合が
　 「３割」となっている場合

67万円（89万円）

② 世帯員全員が市民税非課税の
　 場合

31万円（41万円）

③ ②のうち、世帯員全員の所得
　 が一定以下（年金収入80万円
 　以下など）の場合

19万円（25万円）

④ ①・②・③以外の場合 56万円（75万円）

① 世帯員全員の合計所得が
　 600 万円を超える場合

126万円（168万円）

② 世帯員全員が市民税非課税
　 の場合

34万円（45万円）

③ ①・②以外の場合 67万円（89万円）

70歳未満 70歳～74歳

今
年
度
か
ら
の
軽
減
制
度

対
象
は
平
成
20
年
４
月
か
ら

市
嘱
託
職
員
を
募
集

休
日
急
患
診
療
所
の
看
護
師

公開講座

切らずになおす
がん治療

　「がん」の先進的な治
療方法「陽子線治療」に
ついての公開講座を開催
します。
日時　９月５日土
　午後１時30分～３時
場所　有終会館
講師　山本和高医師

　（若狭湾エネルギー研
　究センター粒子線医療
　研究室長）
定員　300人
参加料　無料
問　健康増進課健康増進係
　（☎ 65・7333）
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人
・
も
の
・
情
報
の
結
節
点
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
「
越
前

お
お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」内
で
、

来
訪
者
な
ど
へ
本
市
の
魅
力
を
伝

え
て
「
ま
ち
な
か
」
へ
誘
導
す
る

た
め
、
屋
根
付
き
の
物
産
販
売
所

兼
誘
導
通
路
「
廊
下
式
物
品
販
売

所（
仮
称
）」を
建
設
し
て
い
ま
す
。

建
物
の
建
設
工
事
は
、
12
月
下
旬

に
完
了
の
予
定
で
す
。

　
施
設
の
通
路
部
分
は
、幅
３
．６

～
５
．
５
㍍
、
長
さ
が
38
㍍
。
せ

せ
ら
ぎ
水
路
や
亀
山
を
見
な
が
ら

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
越

前
お
お
の
こ
だ
わ
り
の
土
産
品
、

特
産
物
な
ど
を
扱
う
店
や
ト
イ

レ
、
お
お
の
の
歴
史
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
示
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
場
所
も
設
け
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
や
本
市
を
訪
れ

る
人
た
ち
が
施
設
に
好
感
と
親
し

み
を
持
て
る
よ
う
な
名
称
を
広
く

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
す
る
名
称

　
使
用
す
る
文
字
は
、
漢
字
、
ひ

ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
と
し
、
自
作

で
未
発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。
ま

た
、
他
の
著
作
権
な
ど
に
侵
害
が

あ
っ
た
場
合
は
、無
効
と
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
同
一
人

に
よ
る
応
募
は
３
点
ま
で
と
し

ま
す
。

　
用
紙
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

施
設
の
名
称
と
名
称
の
簡
単
な
説

明
を
記
載
し
て
、
持
参
ま
た
は
郵

送
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
市
役
所
１
階
総
合
案
内

　
所
、
大
野
商
工
会
議
所
、
大
野

　
市
観
光
協
会
、
平
成
大
野
屋
に

　
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

○
応
募
期
間
な
ど

　
平
成
21
年
８
月
１
日
土
～
８
月

31
日
月
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

　
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
ま
す
。

○
記
念
品
の
贈
呈

　
決
定
し
た
名
称
を
応
募
し
た
人

に
は
、
廊
下
式
物
品
販
売
所
（
仮

称
）
の
オ
ー
プ
ン
時
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

 

中
心
市
街
地
活
性
化
リ
ポ
ー
ト
⑧

廊
下
式
物
品
販
売
所
（
仮
称
）

　
　
　
　
名
称
と
出
店
事
業
者
を
募
集
！

親
し
め
る
名
称
を

廊下式物品販売所（仮称）の概要

所在地 大野市明倫町3番地係（平成大野屋前）

施設の規模 延床面積　327.93㎡

施設の　
概要など

木造瓦
かわらぶき

葺平屋建
●固定式物産販売所　79.5㎡
　越前おおのの物産（土産品、特産物）や農林産物、加工品などの販売
●倉庫　　　　　　　26.5㎡
　固定式物産販売所に付随する倉庫
●トイレ　　　　　　53.0㎡
●通路　　　　　  168.93㎡（フリーマーケット場所の29.81㎡を含む）

問・応募先
産業政策課政策推進係
☎ 66・1111
内線 392
FAX　65・1424
Eメール　
sangyo@city.fukui-ono.
lg.jp

この建物が廊下式物品販売所（仮称）です

　　　↓
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廊
下
式
物
品
販
売
所
（
仮
称
）

の
う
ち
、
越
前
お
お
の
の
魅
力
あ

る
土
産
品
や
特
産
物
、農
林
産
物
、

加
工
品
な
ど
を
販
売
す
る
固
定
式

物
産
販
売
所
に
出
店
す
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

①
応
募
資
格

・
市
内
に
主
た
る
事
務
所
や
店
舗

を
有
す
る
法
人
、
団
体
、
居
住
す

る
個
人

・
販
売
所
を
経
営
す
る
た
め
に
必

要
な
資
格
を
有
す
る
こ
と

・
申
込
者
自
ら
が
直
営
す
る
こ
と

・
国
税
や
地
方
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

・
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条

第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
又
は

そ
の
利
益
と
な
る
活
動
を
行
う
も

の
で
な
い
こ
と

②
応
募
条
件

賃
貸
借
の
場
所
と
用
途

　
固
定
式
物
産
販
売
所
（
店
舗
）

と
倉
庫
。

賃
貸
借
期
間
　

　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

営
業
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

た
だ
し
、
季
節
や
休
日
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
な
ど
必
要
に
応
じ
て
時

間
延
長
を
認
め
ま
す
。

　
休
店
日
は
、
応
募
者
と
協
議
し

て
定
め
ま
す
。

販
売
品
目
　
　

　
自
己
商
品
の
ほ
か
、
越
前
お
お

の
の
物
産
や
農
林
産
物
、
加
工
品

な
ど
。

出
店
事
業
者
の
業
務

　
固
定
式
物
産
販
売
所
の
経
営
と

建
物
全
体
の
清
掃
や
保
守
な
ど
の

維
持
管
理
業
務
を
行
い
ま
す
。

③
応
募
方
法

提
出
書
類

　
事
業
計
画
書
と
そ
の
他
関
係

書
類
。

選
定
方
法

　
書
類
審
査
と
面
接
審
査
に
基
づ

い
て
選
定
。面
接
審
査
の
日
程
は
、

応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

現
地
説
明
会

　
８
月
11
日
火
午
後
２
時
か
ら
行

い
ま
す
。

　
応
募
予
定
者
は
、
越
前
お
お
の

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ま
ち
な
か
交

流
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室
」
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
８
月
３
日
月
か
ら
９
月
18
日
金

ま
で
。（
土
日
除
く
）

　
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

結
果
発
表

　
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　
大
野
の
夏
を
彩
る
「
第
42
回
お

お
の
城
ま
つ
り
」
の
「
越
前
お
お

の
お
ど
り
」
が
８
月
15
日
・
16
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
越
前
お
お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
今
年
か

ら
、
会
場
を
変
更
し
ま
す
。
左
図

の
と
お
り
三
番
通
り
か
ら
本
町
通

り
ま
で
の
区
間
に
変
更
し
て
、
輝

キ
ラ
リ

セ
ン
タ
ー
な
ど
も
活
用
。
さ
ら
に

賑
わ
い
の
あ
る
催
し
に
な
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
お
お
の
城
ま
つ
り
の
詳
し
い
内

容
は
、
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　
お
お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
大
野
商
工
会
議
所
内
）

（
☎
66
・
１
２
３
０
）

露店商設置場所

露店商設置場所

露
店
商
設
置
場
所

本
町
通
り

二
番
通
り

三
番
通
り

駐車場大野商工会議所
輝センター

（オープンデッキ）

交流センター

多目的ホール

おどり会場
本
部
テ
ン
ト

屋
根
付
舞
台

おおの城まつり
おどり会場を変更

固定式物産販売所
79.50㎡

倉庫
26.50㎡

女子トイレ

多目的
トイレ

通　路

物品販売スペース
29.81㎡

男子トイレ

出
店
者
の
募
集

廊下式物品販売所（仮称）のレイアウト図
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